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村

華悪 醤 ρ スギの乾燥ミ与をうけ六個体;およびfß; {I~~JP_?&i室で人 ;'(;1110 i三波告を誘発した個体にっし「ム

の被害手口〕現われ方を解日目的絞察によって;淵査をしてきたっ今回は F北半ぬのか沼海峡!こ I討したスキ造

林J也で冬期の季節風lとより被安を受けたと~!よわれる校の王子組織内の樹脂状約交状態の変化 lと焦点をし

ぼって解剖的談話4をお ζ なっ介。被害千万:IH\fーでは松15状物資がさ~jES したり， 消jえする現象が観察会れ

た t、 ζ の村井ミからみて，寒風害は冬期の乾燦需といわれているが9 ととで取扱勺ナヱ↓l土乾燥による

被筈だけではなく，コ主さによる被害も加わってiK7E したものとわれる u

Lこめじii 

般にH木の皇室さによる被安は凍rぎと惣 l武容の 2 つK大日IJ されているむしかし3ζ のように 2 つに分類

することに疑問もないわけではない。たとえばヲ茶や利治でよく観察される「脊枯れ広状」は滅午t~の一種

また習すi' J!l1lは低であるとし、われているが，そのJïf:.状はむしろ寒風雪に似ているという報官もある

風間装 ii'ì' (以下 JiJi\制と呼ぶ)いて人為的に CJ芝居1寄与F・2明白しだ間体: ，~，と;むその桝吋j，校などにi州知友の

あるのが観察されるので，いわゆる寒風害は寒風だけによる強i~1j f(Jな脱/1<乾燥による枯死であるとは考え

られないことを報台した。酒 Jj"S三7) も，幹の褐変したj京阪i.良の存在が[討ちに j京芸:を交げた証拠であるとす

ることには疑事誌のあるととを担起している。 ζ のように司凍害と寒風てについての唯突な判定法はまだl1W

ぶされているとは言いがたいっまたp 寒風らりの発生機杭についても民間が残されている。

筆者はとれまでf司王室や風洞を用いて人為的に凍寄および松以容を誘允した材料および[[[地で発生した

ぷ風件.~ぎについて顕微解剖的観察を行ってさ fこ 2)4)日。そのなかで，外線じJ1I~F!武答とみなされたものに

られる場合も組織内の樹脂状物質の状態[こ変化が見られp 寒風♂:土乾燥の (tけと llS ýj日の fl'陥をうけたと考

のあることを明らかにした5) 。

の寒風害発生ωメカニズム lと関するで合/えをより{ばよなもの!とするために，/?円は fJI~一軍おのJ手二 7 門戸
、一~ '-' 

正くに組織スギ造林地で冬期の季節風iとより被?守を受けた lとわれる判事;[を採取しラ顕微W(ol'引]爪l な観音寺，

[ÁJ の樹脂状物質の状態lと Jール、て再度の調査をおとなったので報仏ーする

法

実験 lこ!日いた材料は， 肖 1録!尽下北半 J誌の[.'tj i日目}ア f立践する十月弁営体署管内の楠Jldを 8 年自のスギ、の幼的!本

分からヨ盗容をうけたと見られる 10 間体について 1977 {j" 6 月ド千lJlて採取したしなお，

料および

との林分は際商 80""
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ヱ20 m の北北東の斜-it~ü 1;どあり，従来寒風gr:がよく発止している。

被害の一例をIxH!こ I紫式|ドJ Iとノ示した。伎の先端 2 r~ 3 cm 程度の被害から， 20~.30 cm 羽J主:枯死した校

などさまざまであったc なお，被害そ受けた 1_:~!~分は赤褐色lとな色していた。外観 1.被害のみとめられない

郎位とネJ宣言昇市(立のちょうど境付近 2cm 程度〔図-1 で A として表示した I}l~分)と， それより上部の被害

i':ll{�: (ば11 で B として表示した部分〉を lcm 程度の長さピ切り取り回定した。 ブアン波を回定波l三「日

いたっ向;士i会エチノレアノレコー fレで脱;j( I_/ ， ブチノレアルコー Jレでパラフィンに誘導したの

切片はセロハンテ戸プによる横断屈の切片3) とし，必要に応じて永久際水を作成しだ。 染色は塩茶tt フ

クシンとファストグリーン FCF による\重染色を行った。

結果および考察

被害をうけていない部位(関-1 の (N)) の横断|訂を錦察した結果が Photo ， 1 である c 飾部組織，自$

郎柔組織p 木部および髄l三円形または楕円形の樹脂状物質がみられる ο との結果はとれまでの観察2)3)4)5)

と同様であったっ

ところが3 被害をうけた部位(図 1 の (B)) では飾部柔組織や海綿状組織の樹脂状物質の存在が不可j

隙であり，ホ:部や槌では消火している (Photo. 2)。との状態は (A-a) に相 311 する 1t!l{立でも同様であっ

ナ4・
， ~O 

凶 1 の (A-b)ω部位では， Photo. 3 (こ示すように s 怖部3'~~旦織および古市部組織!と樹脂状物質が集積

している I_/ ， 梢および本部の放射組織にもこの物質が観察される。

(A~c) の自nH立では Photo， 4 I三示すように3 していたが，飾1lß柔組織

ではほぼ正常な状態で観察された。木綿でも同様であったが，木部の放射組織に樹n F-1状物質が入ってお

り， iiì!îでも被容をうけていない gß{{[ (N) と比較して計司多く観察された。

(A.~d) の部伎では Photo， 1 I こ iJ~ したと同じように正常な樹脂状物買の Jt:ò与を呈していた。

れJ

ロ
ヨ

会:凶のAの部伎の拡大凶

図-1 被害部 f立の校式図

ロー~-.?:主:は;式市!採取部位を示す。針哀を ~111こ商いている部分 (B)

が紋2警部分で， A(立無被告部内:と紋安部fすの境界点、



ド北半民におけるスギの 'Jté '~: 116l{.本の解剖|ち鋭誌で(研究資料) C*J)!) 18l 

次1-1 の (B) および (A 吟でßられたように 2 樹脂状物:巧が拡散したりヲ iì"J ~こす~るような JE設はとれ

までの卸広三山〉でも川らノかなように， )~さの紋守部i1'1で見られるイ及川特徴のようである c しかし，被害

会うけない t， I 5{，i にむdつくと 1 (11_ -0) の，'，[11γで察されたよう (C ， 前']-;-w;組織や組織7工どに樹脂状物

賀が祭，f，'iするという荻;主主二さのみ〈jヰ-I占〉によって売した被~Ë!Fの特徴りのように思われる。 -)j ，

さと J~~lの|苅有がれ=nJ して;広告去訪ごむしたJ うな場冷ーは，形成限i~rt;のみに状lこ j占j !JléT tl\物〔せがH;:m-j る関

口、が多い(三転手百点)っ し-/)-'.し 3 この 1之いのみで誠弁と茅 も;三止臥の l'日需がっつ日し，て託たされた被害とのち

がいを守 11:心 1 るごとはなお長洋しいようである

之容をそうけた校の (A b) ('，!){なの放射組織や髄に樹脂:氏物資が然る傾向はこれまでの結果4)δ) ( 

]， íJ1;1:くであるべまん (A c) iilíj\'Cでの恥M!l ií状物質の小型化(J:被7~-~: の終しい';\)位 l、つ見われる羽象であることは 5

の結果引ーごも lリ]ろかである ι

以!のよつに 3 ぇ，与による彼として切祭に供した材料が回数解剖的に観察した結果，乾燥?戸では

なくまさによる rl;Z'存 lの徴!院がある c ぷ l孔古は冬;g]の乾燥:さむと日われているが.tl ら

ら(，1:乾燥寄のみではなく，被告 i削立が立さも加わってお死したものとちゃえ tfるたえない。

と ω:実1史2敏をを送j孟針8訂1 j するにあプたこ Uη， , 終始ど指J与!;;:引|ド、さつ fたご|パ山l1 芥考ぎ子一 d山d北じ;立~一嵐民， !山~l )μ川"

迂泣t ト休本f第科 4均か街?ηラ少究干町:宗j長三し3 およ乙びF村苧料i保」以以ω;にと際 1しノ 3 ど協力いただいたい二片主主林濯にお干しを iわしあげる c
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F:!t平日におけるスギの 'Jlé' ， 1;: fliH* 0) fiJ!( :'¥IIII(j frtti後(iJ1究資料) (十i ) 1つ -Plate 1-

Photo. 1 女ト 1 の (N) の :'\j\{、'r. (1m被 ';l~: ;";1)分〕の横断百i

r: 枯I n旨状物手f. þh: 飾部制l*ii\， �h p: 飾部柔組織， x: ~ね\ß ， Pi: 悩 ， y 160 イJit!

Photo. 2 12<:1-1 の (B) の部位の椴閃ÎTIii 

海相ii状組織 (sþ. P) および筒ffl)~組織 (ρh.P) では正常な形の

樹脂状物引が凡られな("ì o また，木郎 (x) および始(戸ぬでは

ill ';'たしたように見えるの x 160 fi; 



一一Plate 2- 休業以検場研究W;'i ";(� 310 

Photo. 3 凶 1 の (A-b) の[引セの村\ltfr 同L x 160 Ú~' 

a: 飾部組織 (Ph) および宮市部柔組織 (ρh. P) Iこは似路状が築山している。

U戸表問， x: 木部

b: tlill (戸i) }， 'j!去に樹脂状物質が集践している。また，本部 (x) の放4t組織にもと

のが多くよLられる(矢印)0 ><160 供

Photo. 4 I~I-l の (A-c) の t~:五位の横断|可。 X160 倍

a 目箭 i~i)組織 (Ph) の樹脂状物質 (r) が小川化しているが，箭部柔組織 (Ph. がで

はiト常な形をしている。 x: 木部

b: 鑓(戸i) 周辺はjF'，';\部{立で観察されたよりも樹脂状物質はでj斗多い3 また，ホ;

lll� (x) の放射組織でも観察される(矢印〉。




